
端末を安全に使うために～デジタルシティズンシップ教育
これからの情報社会を生きる子どもたちにとって必要な資質・能力を育む「デジタルシティズンシ

ップ教育」の出前授業を、１１月２０日と１２月４日に、３年生以上を対象に実施しました。講師に
は本校のＩＣＴ支援員である山本さんをお招きし、ＩＣＴ端末を安全に、そして積極的に活用する方
法について、各学年の発達段階に応じて学習しました。
授業では、「学習での効果的な活用法」や「安心して使うための約束」を自分たちで考えたり、「オンラインで
の友達との関わり方」や「コミュニケーションにおける責任と配慮」について深く考えたりしました。
今後も、子どもたちがデジタル機器を適切に使いこなす力を育めるよう、指導を続けてまいります

ので、ご家庭に置かれましても、お子様が学校で学んだ内容についてぜひ話題にしていただき、デジ
タル機器の利用状況や使い方について対話をする機会としていただければ幸いです。学校とご家庭が
連携し、子どもたちの情報社会を生き抜く力を育んでいきましょう。

全国学力・学習状況調査の結果について
令和７年度全国学力・学習状況調査における本校６年生の分析結果を

下記の通りお知らせいたします。本校では、今回の調査結果で明らかに

なった課題等について改善できるよう努めてまいります。

１ 教科に関する調査について

（１）成果

・国語、算数の正答率は、全国平均をわずかに上回っている。

・理科の正答率は、全国平均とほぼ同等である。

（２）課題

・国語の「目的や意図に応じて読み取る力」、算数の「割合」、理科の「磁

石につくもの」「電気を通すもの」について課題が見られた。

・全体として、「条件に合わせて書くこと」に課題が見られた。

（３）授業改善のポイント

・対話活動を通じ、情報収集や伝達方法の指導を充実させる。

・隙間時間や家庭学習を活用し、既習内容を振り返る。
・条件に応じた「書く活動」を授業に導入する。

２ 生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査について

（１）成果

・安全で安心な居場所が学校にあり、学習内容を肯定的に捉え、理解を深め

ることができている。また、学びの大切さや有用性を実感している。

（２）課題

・家庭学習時間が不足。また、読書や新聞に親しむ習慣がない。

・算数は社会で役立つ認識はあるが、好きではない児童が多い。

（３）改善のポイント

・学習意欲を高める授業改善を推進する。また、家庭学習の効果的な学

習の支援を継続する。

・図書館活用や授業での活字に触れる機会を増やし、読書習慣を促進する。

「来年が待ち遠しい」３年生がクラブ見学
いよいよ来年度からクラブ活動に参加する３年生が、２日に活動見学

を行いました。４～６年生の先輩たちが熱心に取り組む様子を、３年生

は目を輝かせながら興味深げに見学していました。スポーツ系から文化

系まで、様々なクラブの活動内容に触れることができ、どのクラブを選

ぼうか考える良い機会となりました。４年生になり、新しい活動の場で

より充実した学校生活を送ってくれることを期待しています。

学校閉庁日について
１２月２９日（月）～１月３日（土）

は学校閉庁日です。この期間、緊急
連絡が必要な場合は、厚沢部町役場
までお願いします。

【連絡先】６４－３３１１（役場）

いじめの認知について
１０～１１月にかけて全校児童を対

象にいじめアンケートを実施いたしま
した。その結果、「誰かに嫌なことを
言われたり、されたりしたことがある」
と１５件の回答がありました。各担任
の素早く、丁寧な対応により解決に向
かっておりますが、第１回目の結果報
告でもお伝えしたように、学校は悪意
のある・なしに関わらず、本人が嫌な
思いをしたという件については、いじ
めにつながる可能性がある事案として
捉え、「いじめ」として認知し対応し
ています。
今後も「いじめの見逃し０」を目指

して、様々な取組を進めてまいります。
ご家庭でも気になることがありました
ら、いつでも学校へお知らせください。
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学校教育目標
○よく考える子ども

○思いやりのある子ども

○がんばりぬく子ども

○じょうぶな子ども
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あ
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っ
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イ
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